
株主・投資家のみなさまへ

M a i l  M a g a z i n e

事業年度
定時株主総会
基準日

公告方法

毎年4月1日から翌年3月31日まで
毎年6月

株主メモ

株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、
原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承る
こととなっております。口座を開設されている証券会社等にお問い
合わせください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り
扱いできませんのでご注意ください。

証券コード：4923

電子公告（http://www.cota.co.jp/ir/koukoku.html）
とする。ただし、事故その他やむを得ない事由によって
電子公告による公告をすることができない場合は、日本
経済新聞に掲載して行う。

第38期 第2四半期決算のご報告
2016年4月1日～2016年9月30日

メールマガジンのご案内メールマガジンのご案内メールマガジンのご案内

オフィシャルホームページにアクセスしてください。
1

『IRニュースメール配信サービス利用規約』をご確認いただき、登録フォームに必要事項をご入力のうえ、送信してください。
2

●パソコンから ●スマートフォンから

コタ メール配信サービス 検索

〈ご登録方法〉

ご注意

東京証券取引所 市場第一部
4923
100株

定時株主総会　　　　　 3月31日
剰余金の配当 期末　　　3月31日

上場証券取引所
証券コード
単元株式数

〒541-8502 大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
三菱UFJ信託銀行株式会社 大阪証券代行部
　 0120-094-777

〒100-8212 東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社

株主名簿管理人
及び特別口座の口座管理機関

同事務取扱場所
（お問い合わせ先）

1.

特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、
三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、左記
特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問い合わせ
ください。なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店にてもお取次ぎ
いたします。

2.

未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店で
お支払いいたします。

3.

個人投資家向け会社説明会のスケジュールや、決算情報等をお知らせ
していますので、ぜひご登録ください。（無料）

（QRコード）

トップインタビュー
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トピックス

四半期財務諸表（非連結）

コタインフォメーション

会社情報

特集 独自のビジネスモデル

〒613-0036 京都府久世郡久御山町田井新荒見77番地

仙台 ・ 東京 ・ 横浜 ・ 千葉 ・ 名古屋 ・ 金沢 ・ 京都 ・ 大阪 ・ 岡山 ・ 熊本 ・ 鹿児島

http://www.cota.co.jp/

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

TEL:0774-44-1681  FAX:0774-44-1508  お客様相談室:     0120-936-177



トップインタビュー T o p  i n t e r v i e w

美容室とともに歩む
美容室とともに発展する
コタは美容室向けの頭髪用化粧品・医薬部外品を提供するメーカーです。

高品質でニーズに適った製品開発と安定生産に真摯に取り組み、

付加価値の高い製品を日々市場へ送り出します。

また、創業以来「コンサルティング・セールス」と称する営業活動を展開しており、

独自の「旬報店システム」を軸とした的確な経営アドバイスを一店一店へ真剣に行うことで、

美容室へ企業としての発展を促し、

美容業界（美容室経営）の近代化と発展に力を注ぎ続けています。

美容室の繁栄がコタの繁栄につながる

創業以来変わらぬこの想いを胸に、

コタはこれからも美容室のパートナーとしてともに歩み、

ともに発展を続けます。

A

Q

前年同四半期と比べ、売上高は微減となりました
が、営業利益、経常利益、四半期純利益は増益となり
ました。
まず、売上高につきましては、一部の代理店において
美容室に対する販売実績が計画を下回ったことに
加え、カラー剤において新製品と旧製品の入れ替えを
進めていることから、3.6%の減少となりました。
経費面につきましては、原価管理の見直し等を行って
いることから、売上原価率は1.3ポイント低下しました。
また、販売費及び一般管理費につきましては、前期に
発売した新製品に伴う費用等の反動により、全体と
いたしましては、2.6%の減少となりました。
売上高は微減となりましたが、売上原価率の低下に

より、業績としては減収増益となりました。

上半期（2017年3月期 第2四半期）の業績を
総括してください。

2015年
3月期
第2四半期

2016年
3月期
第2四半期

2017年
3月期
第2四半期

2015年
3月期
第2四半期

2016年
3月期
第2四半期

2017年
3月期
第2四半期

2015年
3月期
第2四半期

2016年
3月期
第2四半期

2017年
3月期
第2四半期

2,4902,4902,5272,527 2,5832,583

■売上高（単位：百万円）
243243

189189
221221

■経常利益（単位：百万円）

171171

124124

155155

■四半期純利益（単位：百万円）

1959年10月3日生まれ、京都府出身。84年当社
入社、92年取締役総務部長、95年常務取締役
を経て、2004年代表取締役社長に就任。

O d a  H i r o t e r u

代表取締役社長

小 田   博 英

2017年3月期 第2四半期決算
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トップインタビュー T o p  i n t e r v i e w

A まず非正規販売とは、当社のお取引先である美容室様
を経由しない、インターネットや小売店での当社製品
の販売のことを言います。「美容室専売品」である当社の
シャンプーやトリートメント、整髪料等は、美容室での
カウンセリングによる対面販売を原則とする製品です。

そもそも、美容室での対面販売を原則とする当社
製品がインターネット等で売れてしまう理由は、全国の
お取引先美容室様が、これまで「店販」を推進して
こられた結果です。旬報店様を中心とした当社の
お取引先美容室様は、当社と共に発展・繁栄していく
という前提で、当社製品の販売に取り組んでいただいて
います。

したがいまして、当社が非正規販売を放置すれば、
美容師さんの店販に対するモチベーションの低下を
招くことになり、その結果、美容室で当社の製品が売れ
なくなり、時間差はあると思いますが、インターネット
等でも全く売れない製品に変わってしまうと判断して
います。また、インターネットでは、当社製品の偽造品
や模造品が販売されるという問題まで発生しており、
製品の品質やブランドイメージを損なう重要な課題
であると認識しています。

これらの状態を放置すれば、お取引先美容室様だけ
ではなく、結果として消費者の皆さまにも悪影響を
与えることになることから、当社では、創業当時より

Q

A 上半期の業績は「減収増益」となりましたが、創業精神
である「美容業界（美容室経営）の近代化」を実現する
ために、独自のビジネスモデルである「旬報店システム
を軸としたコンサルティング・セールス」と「トイレタリー
の販売を中心とした店販戦略」を推進することで、
美容室の業績向上に向けた提案や経営に関する支援
を行い、着実な成長を続けたいと考えていますので、
引き続き、温かいご支援を賜りますようお願い申し
上げます。

Q

独自のブランド戦略として「非正規販売対策」を推進されて
いますが、取り組む理由について詳しく教えてください。

となっています。冬の繁忙期は、お取引先である美容室様
が忙しくなることに加え、当社製品の販売コンクール
を開催していますので、当社にとっては業績を大きく
伸ばすことができる期間となっています。

最後に株主の皆さまへ一言お願いします。

売上高は増収、営業利益、経常利益、当期純利益に
つきましても増益を見込んでおり、過去最高の業績
を目指しています。

上半期の売上高は予想を下回りましたが、下半期
は、美容業界の繁忙期と重なることに加え、11月
から12月にかけて当社製品の販売コンクールである

「コタ全国店販コンクール」を開催しており、「コタ 
アイ ケア」を中心とした利益率の高いトイレタリー
の需要増加が見込まれることから、2016年5月6日
に公表いたしました通期の業績予想に変更はあり
ません。

また、１株当たり配当金につきましては、普通配当で
年間１８円を予想していますが、２０１６年４月１日に
株式の分割（１：1.1）を実施していますので、実質的
には増配となる見込みです。これによる配当性向は
30.9％となります。

通期（2017年3月期）の業績と配当予想を
お聞かせください。

まず、美容業界には春・夏・冬と１年に３回の繁忙期が
あり、当社の業績にも大きく影響しています。そして、
下半期の中でも、業界最大の繁忙期である冬の繁忙期と
重なる第３四半期が、年間で売上高が最も大きくなり、
通期の業績にも大きく影響する非常に重要な期間と
なっています。

そのために、当社では非常に重要な冬の繁忙期に、最大
の販促イベントである「コタ全国店販コンクール」を開催
しています。
「コタ全国店販コンクール」は、お取引先美容室様の

繁忙期における業績の向上を目的に、毎年11月から12月
にかけての2ヶ月間、全国のお取引先美容室様を対象に
実施しており、シャンプーやトリートメント、整髪料、育毛剤
等、当社製品の販売高を競うコンクールです。

１９８９年から毎年開催しており、現在では、多くの
お取引先美容室様が参加される年末恒例の一大イベント

A

Q

A

Q 「コタ全国店販コンクール」とは何でしょうか？ 非正規販売対策に徹底して取り組んでいます。競合他社
の中には、非正規販売対策を業績悪化の要因として
説明しているところもありますが、当社では対策以降も
業績が向上しており、非正規販売対策が、当社の着実
な成長の一因にもなっていると認識しています。

当社では、目先の売上や利益にとらわれることなく、
お取引先美容室様や消費者の皆さまの利益を毀損して
いる非正規販売に対して、今後も徹底して取り組んで
いきたいと考えています。

2015年
3月期

2016年
3月期

2017年
3月期（予）

2015年
3月期

2016年
3月期

2017年
3月期（予）

2015年
3月期

2016年
3月期

2017年
3月期（予）

2015年
3月期

2016年
3月期

2017年
3月期（予）

960960
1,1301,130

■売上高（単位：百万円） ■経常利益（単位：百万円） ■当期純利益（単位：百万円） ■1株当たり配当額（単位：円）

特別配当
1.8

普通配当
14.514.5

※2015年4月1日付けで株式分割（1：1.2）および
2016年4月1日付けで株式分割（1：1.1）を
行っていることから、数値は遡及修正しています。

2017年3月期 通期業績予想

1,2291,229 839839

626626

766766

6,8506,850
6,5286,5286,1856,185

13.613.6

16.316.3
18.018.0

きそん
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B r e a k down  of  s a l e s

トイレタリー

シャンプー
トリートメントなど

美容室の来店客に対する
カウンセリング提案をベース
に、主力の「コタ アイ ケア」
を中心とした店販を継続して
提案・推進しました。

69.2%69.2%

16.0%16.0%

6.0%6.0%
4.2%4.2%

当社の主力であるトイレタリーに加え育毛剤の実績が伸びましたが、カラー剤の実績が
減少したことから当期の売上高は24億9,000万円となり、前期に比べ3.6%減少しました。

育毛剤
主力の「コタセラ  スパ」
シリーズを中心に、頭皮の
洗浄や育毛効果のある
ヘッドスパメニュー等の
導入提案に注力しました。

パーマ剤

ウェーブ剤
ストレート剤
カーリング料など

主力の「コタウェーブ リジ
カル」を中心に、積極的な
パーマメニューの提案に
注力しました。

その他

販売促進用品
その他

美容室で利用されるDMや
チラシ等の販促物、施術時
に使用する美容小物品等の
販売に注力しました。

整髪料

ローション
スプレー
フォーム
ワックスなど

主力の「コタスタイリング 
ベース」を中心に、美容室
でのカウンセリングを通じた
店販の推進に注力しました。

カラー剤

ヘアカラー
ヘアマニキュア

主力の「コタカラー モカレド」
を中心に、付加価値の高い
ヘアカラーメニュー等の
導入提案に注力しました。

2.2%2.2%
2.4%2.4%

売上高　　構成比率

売上高の内訳

薬用育毛促進剤など

2015年3月期
第2四半期

2016年3月期
第2四半期

2017年3月期
第2四半期

2015年3月期
第2四半期

2016年3月期
第2四半期

2017年3月期
第2四半期

2015年3月期
第2四半期

2016年3月期
第2四半期

2017年3月期
第2四半期

2015年3月期
第2四半期

2016年3月期
第2四半期

2017年3月期
第2四半期

2015年3月期
第2四半期

2016年3月期
第2四半期

2017年3月期
第2四半期

2015年3月期
第2四半期

2016年3月期
第2四半期

2017年3月期
第2四半期

（単位：百万円）

1,480 1,712
1,7231,723
（0.6％増）（0.6％増）

（単位：百万円）

86 90
104104

（15.1％増）（15.1％増）

（単位：百万円）

61 61 5454
（12.1％減）（12.1％減）

（単位：百万円）

75
57 6060

（4.1％増）（4.1％増）

（単位：百万円）

634
427 397397

（6.9％減）（6.9％減）

（単位：百万円）

188
233

149149
（35.8％減）（35.8％減）
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独自のビジネスモデル特集
Business  Model

深い信頼関係

営業データ
（売上高、来店客数等）

分析結果をもとに
経営アドバイス

美容室

じゅんぽうてん てんぱん

創業精神である「美容業界の近代化」を実現するため に展開している、競合他社にはない「独自のビジネスモデル」をご紹介します。

旬報店システムを軸としたコンサルティング・セールス

当社では創業以来、「お取引先である美容室の繁栄が、当社の
繁栄につながる」という考えのもと、当社製品をすべてご使用
いただくことを条件に、お取引先美容室様に対して美容室の
経営改善システムである「旬報店システム」を無料で提供して
います。当社では、この「旬報店システム」を通じて、お取引先
美容室様に対して営業戦略や人材育成等、あらゆる面から業績
向上のための経営コンサルティングも積極的に行っており、
それを「コンサルティング・セールス」と呼んでいます。

また「旬報店」とは、当社のお取引先美容室様のうち「旬報店
システム」を提供させていただいている美容室のことです。
当社では旬報店様より売上高や来店客数等、複数の項目に
わたって営業データをお送りいただき、それを当社独自のソフト
ウェアで分析し、その結果をフィードバックして経営アドバイス
を行っています。

このように、営業データをいた
だきながらコンサルティングを
していくという営業スタイルを
創業当時から展開しており、旬報
店様をはじめとした、お取引先
美容室様の業績向上に大きく
貢献しています。

トイレタリーの販売を中心とした店販戦略

「トイレタリー」とは、お客様がご自宅で使われる
シャンプーやトリートメント等を指します。そして

「店販」とは、美容室に来店されたお客様に、美容師
さんが髪の状態等についてカウンセリングを行い、
お客様のヘアスタイルやヘアコンディションの維持
に必要かつ最適な製品をおすすめし、販売するもの
です。

当社では「美容室とともに、女性を髪から美しく
する」という考えのもと、美容室に来店されたお客様
の満足をより高めていただく方法として、さらには、
美容室の収益においても大きなメリットがあるという
考えから、創業以来、「トイレタリー」の販売を中心
とした「店販」の推進に注力しています。

最近では、業界内でも「店販」の有効性が少しづつ
認知され始めていますが、当社が他社に先駆けて
取り組んできたことで、業界内での「店販」に対する
考え方が変わってきています。しかし、業界全体で
見れば、まだまだ推進されていないのが現状で、

「店販」については、潜在的な需要があると考えて
います。
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T o p i c sトピックス
「コタ スタイリスト アワード２０１6」を開催しました。イベント

「コタ株式会社 創業者 小田英二 メモリアル感謝の会」を開催しました。イベント

9月26日に「コタ株式会社 創業者 
小田英二 メモリアル感謝の会」を開催
し、多くの方にご参会いただきました。
会場では創業当時の様子や、小田が
美容室経営者へ伝えた言葉、化学者
としての功績等を展示したことから、
参会者は、当時のことを懐かしみ、思い出
について語らいあっていました。

引き続き当社は、創業者の思いを受け
継ぎ、創業精神である「美容業界（美容室
経営）の近代化」を目指していきたいと
考えています。

10月17日に「コタ スタイリスト アワード2016」を
開催しました。全国各地で活躍されている美容師さん
が集まり、美容師としての基本技術のひとつである

「パーマを巻く技術」を競う「ワインディングコンテスト」
と、トップスタイリストとしての「技術力や感性、提案力」
を競う「スタイリストコンテスト」を行いました。今後も
当社は、このようなイベントを通じて美容業界の発展
に貢献したいと考えています。

「日経IR・投資フェア2016」に出展しました。

8月26日・27日に、東京ビッグサイトで開催された「日経IR・投資
フェア2016」に出展しました。特設会場では社長の小田による会社
説明会、そして、企業ブースではＩＲ担当者による「ミニ会社説明会」を
開催し、当社の業績や配当推移、株主優待制度等について説明を
しました。特設会場、企 業
ブースともに多数の個人
投資家の皆さまにお集まり
いただき、大盛況のうちに
終えることができました。
今後も活動の場を広げな
がら、積極的なIR活動を展開
していきます。

IR活動

コタ スタイリスト アワード２０１6結果発表
http://www.cota.co.jp/award/

ワインディングコンテスト
グランプリ受賞

濵﨑 結実子様 （NAVY chums）※写真左大村 りか様 （Shumore）

スタイリストコンテスト
グランプリ受賞
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（単位：百万円）

8,000

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

（単位：百万円）【％表示は対前期末増減率】

2016年
3月31日現在

2016年
9月30日現在

2016年
3月31日現在

2016年
9月30日現在

8,3388,338 7,9907,990

資産の部 負債・純資産の部

流動負債流動負債

固定負債固定負債

株主資本株主資本

評価・換算差額評価・換算差額

308308（+179.5%）（+179.5%）

547547（+16.4%）（+16.4%）

00

流動資産流動資産

有形固定資産有形固定資産

無形固定資産無形固定資産

投資その他の資産投資その他の資産4,613
（-10.7%）

2,521
（-2.7%）

（-4.2%）（-4.2%）
7,9907,990
（-4.2%）（-4.2%）

110110

469469

5,166

2,590

1,006
（-23.8%）

631（+5.9%）

6,352
（-1.1%）

（-13.2%）（-13.2%）

8,3388,338

596

6,421

1,320

00

四半期キャッシュ・フロー計算書

2017年3月期 第2四半期2016年3月期 第2四半期

F i nanc i a l  s tat emen t s四半期財務諸表（非連結）

【％表示は対前年同四半期増減率】

四半期損益計算書
四半期貸借対照表

（単位：百万円）

営業活動
による
キャッシュ・
フロー
206

営業活動
による
キャッシュ・
フロー
206

投資活動
による
キャッシュ・
フロー
△160

投資活動
による
キャッシュ・
フロー
△160

財務活動
による
キャッシュ・
フロー
△238

財務活動
による
キャッシュ・
フロー
△238

売上高
2,583
売上高
2,583

四半期
純利益
155

四半期
純利益
155

現金及び
現金同等物の
期首残高
1,638

現金及び
現金同等物の
期首残高
1,638

現金及び
現金同等物の
四半期末残高

1,445

現金及び
現金同等物の
四半期末残高

1,445

営業利益
223
営業利益
223

経常利益
221
経常利益
221

営業活動
による
キャッシュ・
フロー
110

営業活動
による
キャッシュ・
フロー
110

投資活動
による
キャッシュ・
フロー
18

投資活動
による
キャッシュ・
フロー
18

財務活動
による
キャッシュ・
フロー
△201

財務活動
による
キャッシュ・
フロー
△201

現金及び
現金同等物の
期首残高
2,226

現金及び
現金同等物の
期首残高
2,226

現金及び
現金同等物の
四半期末残高

2,153

現金及び
現金同等物の
四半期末残高

2,153POINT 1 流動資産 46億1,300万円 POINT 2 株主資本 63億5,200万円

POINT 2

　前期末から6,800万円減少しました。利益剰余金が減少したことが主な
要因です。また、自己資本比率は79.5％（前期末77.0％）となりました。

　前期末から5億5,300万円減少しました。売掛金
が減少したことが主な要因です。

POINT 1

2017年3月期 第2四半期2016年3月期 第2四半期

売上原価
661

（-7.9%）

売上原価
661

（-7.9%）

経常利益
243

（+9.7%）

経常利益
243

（+9.7%）

営業外
収益
14

（+43.7%）

営業外
収益
14

（+43.7%）

営業外
費用
1

（-90.4%）

営業外
費用
1

（-90.4%）販売費及び
一般管理費
1,598
（-2.6%）

販売費及び
一般管理費
1,598
（-2.6%）営業利益

230
（+2.8%）

営業利益
230

（+2.8%）

特別
利益
－
（－）

特別
利益
－
（－）

特別
損失
－
（－）

特別
損失
－
（－）

法人税等
72

（+9.2%）

法人税等
72

（+9.2%）

四半期純利益
171

（+9.9%）

四半期純利益
171

（+9.9%）

税引前
四半期純利益

243
（+9.7%）

税引前
四半期純利益

243
（+9.7%）

売上高
2,490
（-3.6%）

売上高
2,490
（-3.6%） 売上

総利益
1,829
（-2.0%）

売上
総利益
1,829
（-2.0%）
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C o r p o r a t e  D a t eI n f o r m a t i o n

社 名
設 立
資 本 金
従 業 員
事 業 内 容

■京都本社
■京都営業所
 京都府久世郡久御山町
 田井新荒見77
■京都工場
 京都府久世郡久御山町
 田井新荒見111

■金沢支店
 石川県野々市市御経塚2-304

■仙台営業所
 仙台市青葉区花京院1-1-6
 Ｅｖｅｒ–ｉ仙台駅前ビル3F

■千葉営業所
 千葉市中央区富士見
 1-15-3 RC千葉ビル11Ｆ

■東京支店
 東京都渋谷区富ヶ谷
 1-16-2

■横浜営業所
 横浜市中区日本大通52
　ロイヤーズビル2Ｆ

■名古屋支店
 名古屋市名東区本郷3-140-1

■岡山営業所
 岡山市南区新保1119-6

■大阪支店
 大阪市西区南堀江1-12-19
 四ツ橋スタービル5F

■熊本営業所
 熊本市中央区辛島町3-20
 ＮＢＦ熊本ビル1Ｆ

■鹿児島営業所
 鹿児島市与次郎
 2-4-35
 KSC鴨池ビル5F

［事業所］

［役員］

コタ株式会社（英文名 COTA CO., LTD.） 
1979年9月27日
3億8,780万円
308名（役員等含む）
美容室向け頭髪用化粧品、
医薬部外品の製造・販売

［株価チャート］

小　田　博　英
片　山　正　規
廣　瀬　俊　二
則　包　正　二
平　田　律　雄
山　﨑　正　哉
原　　　正　和
冨　永　　　渉
星　野　美知男
村　田　智　之

代表取締役社長
常 務 取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
社 外 取 締 役
常 勤 監 査 役
監 査 役
監 査 役

会社概要

コタインフォメーション 会社情報

（2016年9月30日現在）

株式数株主数

外国法人等 0.52%

金融機関
7.28%

証券会社 0.80%自己名義株式
6.13%

個人・その他
59.42%

発行可能株式総数
発行済株式の総数

［所有者別分布状況］

株主数 単元株式数

46,382,688株
15,364,265株

6,485名 100株

その他国内法人
1.05%

外国法人等 0.51%
金融機関 0.30%証券会社 0.40%
自己名義株式 0.02%

その他国内法人
25.85%

［株式の状況］

個人・その他
97.72%

株式情報

57.1%

90.2%

5.2%満足していない

4.6%その他

0.2%その他1.0%不十分

33.0%十分

2.7%やや不十分

13.0%
どちらともいえない

（2016年9月30日現在）

株主様アンケート結果

トップインタビュー

Q1 今回の決算のご報告で関心をもたれた記事は
どれですか?（複数回答可）

会社情報

財務諸表（非連結）

コタインフォメーション

女性活躍推進法に
基づく「行動計画」

個人投資家向けIR活動

売上高の内訳

雑誌・四季報

Q4 当社をどこでお知りになりましたか?（複数回答可）

Q2 当社の株主優待の感想をお聞かせ下さい

新聞

知人

美容室

個人投資家説明会

その他

インターネット

証券会社

48.9%

16.5%

13.0%

12.6%

7.6%

7.2%

5.4%

5.4%満足している

50.1%
まあ十分

Q3 当社からの情報発信（ＩＲ）について
どのように評価されますか?

第37期 決算のご報告で実施しました株主様アンケートの結果をお知らせします。
当社では、これからも株主様からの貴重なご意見をＩＲ活動に反映し、ご期待にお応えできる活力ある企業としてがんばります。

Q5 当社または本誌への
ご意見・ご感想等ご自由に
お書きください
（順不同でご紹介いたします）

42.7%

35.9%

26.8%

22.5%

15.1%

14.2%

コタ アイ ケアシリーズを１年ほど使っていますが、今まで使ってきたどのシャンプー、コンディショナーよりも満足して
います。そのため思わず株主になってしまいました。これからもがんばって良い製品をつくってください。

株主優待がパワーアップしてうれしいです。他社の優待やシャンプーも使ってみましたが、コタの製品が一番良いです。
貴社は株主によく気配りしてくれる会社なので、長期で保有します。増収・増配よろしくお願いします。

10年以上、御社の株を保有しています。確実に成長しているところが気に入っています。このままずっとお付き合い
したいです！がんばれコタ！いつか京都の株主総会に出席するぞ！（観光して）

1,600（円）

1,400

1,200

150（千株）

100

50

0
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